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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 1996号 2013年 7月 25日

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉中
か
ら
の
攻
め
で

白
を
仕
留
め
ま
す
。
黒
1
、

3
が
好
手
段
で
す
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）

10

　
東
京
新
聞
が

一
面
連
載
記
事

の
タ
イ
ト
ル
に

「
岐
路
」と
名
付

け
た
第
　
回
参

23

議
院
選
挙
が
終

わ
っ
た
▼
消
費
税
増
税
、
原

発
再
稼
働
、
憲
法
9
条
改

定
、
T
P
P
、
沖
縄
米
軍
基

地
な
ど
国
民
の
暮
ら
し
と
安

全
、
そ
し
て
こ
の
国
の
あ
り

方
な
ど
重
大
な
課
題
が
問
わ

れ
た
選
挙
は
、
ま
さ
に
「
日

本
の
岐
路
が
問
わ
れ
る
」
選

挙
だ
っ
た
▼
結
果
は
自
公
に

よ
る
過
半
数
獲
得
と
な
っ
た

が
国
民
は
憲
法
改
悪
を
目
論

む
勢
力
に
三
分
の
二
は
与
え

な
か
っ
た
▼
投
票
率
な
ど
を

含
め
選
挙
結
果
を
ど
う
見
る

か
は
様
々
に
分
析
さ
れ
議
論

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
弁
護
士
た

ち
は
「
一
票
の
格
差
是
正
」

を
求
め
選
挙
無
効
の
提
訴
を

一
斉
に
お
こ
な
っ
た
▼
原
発

事
故
の
究
明
も
被
災
者
救
済

も
進
ま
な
い
中
、「
国
策
」
と

し
て
進
め
た
原
発
に
反
省
も

な
い
勢
力
と
国
民
の
「
ね
じ

れ
」
は
、
解
消
さ
れ
て
な
い
。

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対
の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

　
昼
休
み
地

裁
前
行
動

で
、
黒
岩
原

告（
全
労
働
・

福
岡
）
は
、

「
特
例
法
に

続
き
、
退
職

手
当
削
減
、

宿
舎
廃
止
と

宿
舎
費
値
上

げ
、　
歳
定

55

昇
ス
ト
ッ
プ

は
許
せ
な

い
」「
労
働
行

　
６
月
　
日
（
月
）　
時
か
ら
東
京
地
裁
第
１
０
３
号
法
廷
で
、
５
回
目
の
口
頭
弁

24

15

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昼
休
み
の
地
裁
前
行
動
、
署
名
提
出
行
動
、
裁
判
の
傍
聴
、
報
告
集
会
に
は
明
石

兵
庫
県
支
部
長
や
関
信
地
連
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
９
月
　
日
（
木
）　
時
か
ら
同
じ
く
東
京
地
裁
で
行
わ
れ
ま
す
。

19

14

５
万
人
に
影
響
を
与
え
る
公

務
員
の
賃
下
げ
を
継
続
す
る

こ
と
は
、
実
体
経
済
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
」
と
追
及
し
、
こ
れ
に

対
し
新
藤
大
臣
は
「
賃
下
げ

分
は
東
日
本
大
震
災
復
興
に

充
て
て
い
る
。
来
年
４
月
以

降
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

議
論
し
て
い
く
」
と
延
長
も

あ
り
得
る
と
も
と
れ
る
答
弁

を
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
　
宮
垣
委
員
長
は
、「
こ
の

よ
う
な
新
藤
大
臣
の
答
弁

は
、
消
費
税
増
税
に
向
け
、

公
務
員
が
我
慢
し
て
い
る
姿

を
見
せ
つ
け
る
よ
こ
し
ま
な

発
言
だ
」と
批
判
し
ま
し
た
。

か
ら
来
た
。
組
合
員
は
一
人

だ
が
、
署
名
に
は
七
割
の
職

員
が
賛
同
し
て
く
れ
た
。
職

場
か
ら
の
カ
ン
パ
で
行
動
に

参
加
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
公
正

な
判
決
を
出
す
よ
う
裁
判
官

に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
発
言

し
ま
し
た
。

　
約
1
0
0
人
が
参
加
し
た

報
告
集
会
で
は
、
弁
護
団
が

今
回
の
弁
論
の
ポ
イ
ン
ト
を

報
告
し
、
単
組
の
原
告
が
決

意
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
と
り
く
み
と
し

て
、
引
き
つ
づ
き
署
名
集
約

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
各

県
国
公
で
学
習
決
起
集
会
を

開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
報
告
集
会
で
宮
垣
国
公
労

連
委
員
長
は
、
６
月
　
日
参

１３

議
院
総
務
委
員
会
で
共
産
党

の
山
下
芳
生
議
員
が
、
新
藤

総
務
大
臣
に
国
家
公
務
員
の

家
計
簿
調
査
の
生
の
声
で
質

し
、
山
下
議
員
が
「
　
歳
の

２７

男
性
は
超
勤
手
当
６
万
円
で

生
活
で
き
て
い
る
、
減
っ
た

ら
生
活
で
き
な
い
。　
歳
の

３２

女
性
は
預
金
を
取
り
崩
し
て

い
る
、
こ
の
ま
ま
で
は
家
庭

を
持
て
な
い
。　
歳
の
男
性

４３

は
長
男
の
バ
イ
ト
代
と
、
子

供
手
当
で
学
費
を
賄
っ
て
い

る
」
と
公
務
員
の
実
態
を
投

げ
か
け
、「
安
倍
首
相
は
、
経

済
界
に
賃
上
げ
を
要
請
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
６
２

政
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
と

し
て
、
政
府
は
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
化
し
て
い
る
」「
裁
判
所
は

政
府
に
や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
判
決
を
出
し
て
ほ

し
い
」
と
、
訴
え
ま
し
た
。

　
東
京
地
裁
へ
の
署
名
提
出

行
動
で
は
、
新
た
に
集
約
し

た
団
体
署
名
１
２
９
１
筆

（
４
３
７
９
筆
）個
人
署
名
１

０
１
９
８
４
筆
（
２
０
８
４

４
５
筆
）（
カ
ッ
コ
内
は
合
計

提
出
数
）を
提
出
し
ま
し
た
。

　
全
国
税
代
表
の
明
石
さ
ん

は
「
兵
庫
県
の
須
磨
税
務
署

　
全
国
税
と
組
合
差
別
解
消
等
で
協
議
会
を
結
成
し
、
長
官
交

渉
を
実
施
し
て
い
る
沖
縄
全
税
支
部
組
合
員
に
、
沖
縄
国
税
事

務
所
調
査
課
主
査
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。　
                        

    前
回
、
組
合
員
に
発
令
が
あ
っ
て
以
降
８
年
間
の
空
白
が
あ

り
、
昨
年
秋
に
は
増
山
委
員
長
を
始
め
、
全
国
の
組
合
員
が
沖
縄

国
税
事
務
所
に
要
請
行
動
を
実
施
し
、
長
官
交
渉
で
も
重
点
要

求
と
し
て
追
及
し
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
全
税
支
部
か
ら「
皆
さ
ん

の
闘
い
の
結
果
だ
」
と
、
お
礼
の
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
全
税
支
部
組
合
員
に
６
級
ポ
ス
ト
発
令

 生
活
実
態
は
、我
慢
の
限
界
を

    超
え
て
い
る

第5回

全国税組合員
6級ポスト発令状況

ポスト期別地連

個人統括官普39期関信

個人特官専11期東京

個人特官普34期東海

徴収特官普34期

個人統括官普34期

個人統括官専8期北陸

個人統括官専11期近畿

法人統括官普35期

全国税組合員に対する6級ポスト発令数の推移

13121110090807060504年

8111310232424212126ポスト発令

　
組
合
員
の
発
令
状

況
は
下
記
の
表
の
通

り
で
す
が
、
退
職
ま

で
残
り
１
年
の
普
通

科
　
期
相
当
に
全
く

３２
発
令
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

   ５
級
昇
格
で
は
、

近
畿
地
連
一
名
に
発

令
が
あ
っ
た
の
み
で

重
点
要
求
該
当
者
と

し
て
長
官
交
渉
で
取

り
上
げ
た
、
竹
内
暢
さ
ん

（
普
　
期
、
長
野
支
部
）
を
は

４５
じ
め
、
該
当
者
の
ほ
と
ん
ど

に
発
令
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
4
級
昇
格
で
は
、
山
道
外

誠
さ
ん（
普
　
期
、
東
京
南

51

支
部
）に
発
令
が
な
く
同
期

が
6
級
ポ
ス
ト
発
令
さ
れ
て

い
る
中
、
異
常
な
差
別
で

す
。
　
ま
た
、
関
信
地
連
で
は
竹

内
暢
さ
ん（
子
ど
も
の
送
迎
）

高
橋
浩
司
さ
ん
（
埼
玉
県
支

部
）に
希
望
外
配
転
を
強
要

し
ま
し
た
。
地
連
・
支
部
は

局
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

希
望
地
へ
配
転
さ
せ
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

組合差別温存・

不当配転に抗議

　
万
筆
の
署
名
と
明
石
兵
庫
県
支
部
長

10

「
国
家
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」口
頭
弁
論

希望無視の配転希望無視の配転はは、、やめろやめろ

【関信】育児休業中の職員の配転希望、子育て中の職員の残留希
　　　望が実現せず問題。
　　　　布団付配転は継続、小規模署では異動する側も迎える側
　　　も不幸との声も。
【東京】千葉県の房総地域署への布団付配転で、泣き出す青年や
　　　異動先がイメージできない青年も。
　　　　アパートを借りるにも、保証人準備や審査で時間が足り
　　　ないとの声。
【近畿】夫婦で大阪府内から和歌山県南部に異動。中間地点にア
　　　パートを借りるが着任に間に合わない、必要な日数は確保
　　　してほしいとの声。
【四国】非公式に転居をほのめかされた民間アパート入居の青年
　　　は、6月に契約を解約できたとの喜びの声。

7
月
人
事

職
員
い
じ
め
の
人
事
変
わ
ら
ず

2013年人事発令全国からの声（配転編） 　
7
月
　
日
の
発
令
で
は
、
公
務
の
要
請
の
も
と
、
希
望
外
の
配
転
が

10

各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。　（
人
事
発
令
分
析
は
次
号
で
掲
載
予
定
）

介
護
・
子
育
て
支
援
に
逆
行

　
一
部
他
局
配
転
が
実
現
し

た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
青
年

の
遠
隔
地
配
転
（
布
団
つ
き

配
転
）
や
局
・
総
務
系
配
転
、

中
高
年
の
遠
距
離
通
勤
、
管

理
運
営
職
員
の
希
望
外
定
着

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
親
の
介
護
、
子
育
て

に
配
慮
の
な
い
配
転
は
、
き

ち
ん
と
身
上
把
握
を
し
た
の

か
疑
問
で
す
。

　
長
年
の
配
転
希
望
が
か
な

わ
ず
、
今
回
退
職
し
た
職
員

も
少
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で

す
。
　
当
局
は
よ
く
「
政
府
の
一

員
と
し
て
」
と
口
に
し
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
配
転
政
策

は
政
府
の
方
針
に
反
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
職
員
が
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
長
く
こ
の
職
場

で
働
け
る
配
転
政
策
を
、
強

く
要
求
し
ま
す
。

青年に冷たい配転政策



(　2　)

餌

影
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無
念
な
り

【
東
海
地
連
・
小
牧
分
会
】

遺
志
（
某
署
）

　
記
事
は
特
定
の
署
、
特

定
の
部
門
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

正
確
な
情
報
が
な
く
、

色
々
と
伝
え
ら
れ
る
話
を

整
理
し
た
も
の
で
す
。

　
税
務
職
を
選
択
、
税
大

研
修
、
赴
任
を
経
て
、
東

京
勤
務
も
経
験
し
、
周
囲

の
期
待
は
大
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
患
い
、
職
場
復
帰

の
な
か
で
、
転
課
を
、
遅

れ
る
処
遇
の
状
況
で
、
若

く
し
て
、
自
ら
の
人
生
に

終
止
符
を
打
っ
た
職
員
が

い
ま
し
た
。

　
驚
く
こ
と
に
そ
の
最
後

の
死
因
さ
え
同
僚
達
に
伝

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、『
伝
え
な
い
』

行
為
は
、
不
審
を
う
み
、

不
審
は
噂
と
な
り
、
遂
に

人
々
は
真
実
を
知
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。（
中
略
）

　
彼
の
覚
悟
は
『
自
ら
命

を
絶
つ
』
と
い
う
不
幸
な

形
で
、
遺
志
で
示
さ
れ
た

の
で
す
。
だ
か
ら
、
理
由

は
知
ら
ず
と
も
、
最
後
は

伝
え
ら
れ
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。

　
不
幸
の
再
発
阻
止
の
た

め
、『
事
実
』
は
知
る
べ
き

で
す
。（
中
略
）

　
無
念
で
す
。
常
日
頃
、

『
命
と
健
康
を
守
る
』
を
掲

げ
る
全
国
税
で
す
が
、
力

不
足
を
感
じ
ま
す
。

　
再
び
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
た
め
、
自
省
と
決
意
を

込
め
て
闘
う
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

　
あ
な
た
の
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。
合
掌

一
年
間
の
連
帯
―
感
動
を

あ
り
が
と
う
　！！

【
東
京
地
連
・
芝
分
会
】

　
今
日
は
人
事
異
動
の
辞

令
交
付
日
で
す
。
全
国
税

芝
分
会
の
活
動
も
一
区
切

で
す
が
、
数
多
く
の
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
仲
間

の
皆
さ
ん
か
ら
見
て
、
全

国
税
の
活
動
は
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

《
主
な
活
動
報
告
》

　
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
熱

い
支
持
に
よ
り
、
職
場
新

聞
「
全
国
税
し
ば
」
は
　31

号
の
発
行
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
今
年
の
５
月
・

６
月
で
は
、
超
勤
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
報
じ
て

「
超
勤
の
未
払
状
態
」
を
事

実
と
し
て
、
長
官
交
渉
な

ど
で
も
追
及
し
ま
し
た
。

現
在
も
ま
だ
問
題
の
解
決

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

異
動
後
も
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
　
月
に
は
、「
賃

１０

下
げ
反
対
署
名
」
を
取
り

組
み
１
７
６
名
、
ま
た「
退

職
金
削
減
反
対
署
名
」
は

１
７
２
名
も
の
署
名
が
集

ま
り
、
国
公
労
連
を
通
じ

て
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
署
名
に
は

「
生
活
が
で
き
な
く
な
る
」

「
む
し
ろ
賃
上
げ
す
べ
き

だ
」「
公
務
員
い
じ
め
も
ほ

ど
ほ
ど
に
し
て
ほ
し
い
」

「
退
職
金
を
減
ら
す
の
は

約
束
違
反
だ
」
な
ど
の
大

き
な
怒
り
の
声
が
届
い
て

い
ま
す
。
毎
月
実
施
し
た

「
玄
関
前
機
関
紙
購
読
料

カ
ン
パ
」は
、
賃
下
げ
の
厳

し
い
中
で
総
額
　
万
６
３

１３

１
２
円
も
の
金
額
と
な

り
、
い
つ
も［
仲
間
っ
て
す

ば
ら
し
い
］
と
の
想
い
を

強
く
す
る
と
と
も
に
、
明

日
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
し
た
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

〈
解
答
〉
黒
1
か
ら
3
と
ツ
ケ

る
の
が
好
手
段
。
白
4
に
黒

5
で
白
死
で
す
。
黒
1
で
先

に
3
は
白
4
黒
1
白
イ
で
失

敗
。
ま
た
黒
1
で
5
は
白
イ

で
白
生
き
。
白
2
で
イ
な
ら

黒
4
で
白
死
で
す
。

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

 
  『
税
金
2
0
1
3
』が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
く

る
で
し
ょ
う
。
電
話
だ
け
で

な
く
来
署
す
る
納
税
者
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
、
各
署
で
引
継
準
備
や

簿
書
廃
棄
な
ど
身
辺
を
整
理

し
て
い
る
最
中
に
東
京
局
個

人
課
税
部
門
だ
け
が
「
お
尋

ね
」
を
出
し
修
正
申
告
を

し
ょ
う
よ
う
す
る
の
で
す
。

　
見
直
し
依
頼
は
一
度
の
面

接
で
済
む
で
し
ょ
う
か
。
誰

か
が
面
接
し
、
異
動
後
ま
た

別
の
誰
か
が
対
応
す
る
。
こ

ん
な
無
責
任
な
行
政
が
あ
っ

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
江
東
西
署
の
三
人
の
統
括

官
は
、
全
員
退
職
か
異
動
確

実
と
の
こ
と
。
だ
か
ら
か
？

　
東
京
局
個
人
課
税
課
の

「
７
月
初
旬
発
送
」指
示
を
真

に
受
け
て
、
従
事
す
る
職
員

の
こ
と
を
考
え
も
せ
ず
発
送

し
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　
東
京
地
連
個
人
課
税
職
能

会
議
は
６
項
目
要
求
実
現
を

求
め
て
い
ま
す
。
４
つ
目
の

要
求
が
「
７
月
初
句
発
送
を

や
め
職
員
の
理
解
と
納
得
を

得
て
実
施
す
る
こ
と
」で
す
。

　
７
月
２
日
、
江
東
西
署
個

人
課
税
部
門
は
、
不
動
産
所

得
者
へ
の
「
お
尋
ね
文
書
」

を
１
０
０
通
発
送
し
ま
し

た
。
担
当
者
名
は
一
人
だ
け

に
し
て
問
い
合
わ
せ
に
は
全

員
が
対
応
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
　
そ
の
後
の
計
画
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
過
去
、
異
動
直

前
に
こ
う
し
た
文
書
を
発
送

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
前
代
未
聞
の
事
態
が

現
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
到
着
し
た
日
、
あ
る
い
は

　

前
代
未
聞

前
代
未
聞
！！

全
国
で
唯
一
、束
京
局
個
人
課
税
だ
け
が
異
動
直
前
に「
不
動
産
所
得
お
尋
ね
」発
送

訂
正
　
①
６
月
　
日
号
の
一
面
上
段
見
出
し
は
、
長
官
が
「
5
時
前
の
受
付
締
切
も
可
」

10

と
発
言
し
た
と
誤
解
さ
れ
る
表
現
で
し
た
。
正
し
く
は
、
記
事
本
文
の
と
お
り
「
各
署
で

努
力
し
て
い
る
。
庁
と
し
て
一
律
に
4
時
締
切
り
は
で
き
な
い
」と
い
う
も
の
で
す
。
②

再
任
用
特
官
の
「
導
入
は
来
年
4
月
か
ら
」
は
「
来
年
度
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

　
全
国
税
税
研
中
央
推
進

委
員
会
編
集
の
『
税
金
２

０
１
3
』（
A
4
判
　
頁
）

70

が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　「『
変
貌
す
る
税
財
政
・

税
務
行
政
を
検
証
す
る
』

—
国
民
本
位
の
税
財
政
・

税
務
行
政
を
め
ざ
し
て

—
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
し

て
開
か
れ
た
「
第
　
回
税

52

研
全
国
集
会
」
を
収
録
し

た
本
号
は
、
二
宮
厚
美
・
神

戸
大
学
名
誉
教
授
の
講
演

を
ま
と
め
た
「
　
世
紀
の

21

あ
ら
た
な
転
換
に
さ
し
か

か
っ
た
日
本
の
経
済
・
財

政
」
と
題
す
る
論
考
を
始

め
、
山
口
潤
一
郎
全
国
税

中
央
執
行
委
員
の
特
別
報

告
「
改
定
国
税
通
則
法
と

税
務
職
場
の
現
状
」
ほ
か

分
科
会
の
記
録
、
諸
資
料

も
満
載
で
す
。

※
お
申
し
込
み
は
、
全
国

税
本
部
、
組
合
員
ま
で
。

　
中
野
署
で
は
、
６
月
　
日
２７

に
改
正
税
法
研
修
と
併
せ
て

不
動
産
の
取
組
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
統
括
官

に
は
配
ら
れ
て
い
た
実
施
要

領
案
が
、
職
員
に
は
配
ら
れ

て
お
ら
ず
、
な
ん
の
こ
と
や

ら
、
初
耳
だ
と
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
異
動

直
前
の
発
送
は
見
送
ら
れ
ま

し
た
が
、
上
の
方
だ
け
で
考

え
ら
れ
た
施
策
を
実
施
す
る

に
は
職
員
の
理
解
と
納
得
が

必
要
な
の
は
当
然
で
す
。

　
局
窓
口
は
、
全
国
税
の
要

求
に
直
ち
に
回
答
す
べ
き
で

す
し
、
要
求
を
無
視
し
て
発

送
さ
せ
た
責
任
を
と
る
べ
き

で
す
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

核廃絶・止めよう、なくそう原発、許すな輸出
　
大
会
は
、
被
ば
く
し
東
電

の
原
発
事
故
を
経
験
し
た
国

民
が
核
兵
器
の
全
面
禁
止
・

廃
絶
、
憲
法
と
非
核
三
原
則

の
擁
護
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
な
ど
を
求
め
、
世
界

に
決
意
を
示
す
歴
史
的
大
会

で
す
。
海
外
か
ら
は
ケ
イ
ン

国
連
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代

表
、
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に

関
信
地
連
・
埼
玉
支
部
発

　
7
月
　
日
、
関
信
地
連
埼

20

玉
支
部
は
、
蕨
市
役
所
を
出

発
す
る
平
和
行
進
の
コ
ー
ス

が
あ
り
、
3
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
長
崎
で
世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
集
会
で
、
世
界
大
会
参

加
者
6
名
が
決
意
表
明
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
　
人
で
、
埼
玉

88

県
国
公
か
ら
は
　
人
が
参
加

18

し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
出
発
地

を
提
供
し
て
く
れ

た
、
頼
高
蕨
市
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
み

ん
な
で
、
さ
あ
出
発

と
思
い
き
や
、
警
護

を
す
る
蕨
警
察
署
に

デ
モ
申
請
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
か
で
待

た
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
デ
モ

は
、
蕨
駅
ま
で
の

2
・
6
キ
ロ
を
歩
き

ま
し
た
。

　
自
転
車
で
す
れ

違
っ
た
親
父
に
「
う

る
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
商
店
街
の
女
性
か
ら
激

励
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

蕨市内を平和行進する参加者たち

立
つ
政
府
の
代
表
、
核
保
有

五
カ
国
を
含
む
世
界
の
反
核

平
和
運
動
、
核
被
害
者
の
運

動
の
代
表
や
オ
リ
バ
ー
・
ス

ト
ー
ン
映
画
監
督
な
ど
が
参

加
し
、
ま
た
核
廃
絶
の
広
範

な
分
野
で
先
頭
に
立
つ
人
や

自
治
体
関
係
者
な
ど
幅
広
い

人
々
の
期
待
が
集
ま
る
世
界

大
会
に
な
り
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
２
０
１
３
年
世
界
大
会
が
目
前
で
す
。

今
年
の
大
会
は
、
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
拡
散
防
止
条

約
）
再
検
討
会
議
に
向
け
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
実
現
と
国
際
政
治
の
動
き
に
呼
応
し
た
世
界
的
な
行

動
を
意
思
統
一
す
る
重
要
な
大
会
と
な
り
ま
す
。

 草の根の運動から、
    国民的世論形成を


